
※１【部活動指導員配置事業】
教員の負担軽減と部活動の充実を目的に、地域等から部
活動指導の担い手を広く募集し、学校と指導員の要望の
マッチングにより配置している

※３【現場映像１１９システム】
通報者のスマートフォンを使用して、指令センターと通報
者との間でビデオ通話ができるシステム

※２【まなさぽ】
生活困窮世帯の子どもを対象とした、家庭訪問とリモート
学習を組み合わせた個別学習支援事業

　
　
原
油
価
格
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
令
和
４
年
６
月

定
例
市
議
会
で
補
正
予
算
案
を
編
成
し
て

い
る
。
就
学
前
の
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も

園
等
の
給
食
費
に
も
、
負
担
軽
減
措
置
を

講
じ
る
べ
き
で
は
。

　
　
市
立
園
で
医
療
的
ケ
ア
児
受
け
入
れ

を
目
指
し
て
い
る
が
、
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
現
在
作
成
に
向
け
検
討
中
の
「
Ｗ
ｅ

ｂ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
概
要
、
効
果
、

作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
令
和
４
年
５
月
開
催
の
岡
山
市
総
合

教
育
会
議
で
、
本
市
と
県
と
の
教
育
施
策

推
進
に
対
す
る
相
違
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

本
市
の
政
令
指
定
都
市
と
し
て
の
立
ち
位

置
、
県
の
教
育
施
策
と
の
連
携
は
。

　
　
現
場
映
像
１
１
９
シ
ス
テ
ム
は
、
通

報
を
受
け
た
消
防
局
の
指
令
員
が
、
現
場

の
詳
し
い
状
況
や
患
者
の
容
体
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
確
認
し
な
が
ら
応
急
手
当
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
、
救
命
率
の
向
上
に
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
利
用
状
況
と
効

果
は
。

　
　
公
立
中
学
校
の
運
動
部
活
動
の
地
域

移
行
は
、
国
へ
の
提
言
で
自
治
体
に
推
進

計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ど

う
取
り
組
む
の
か
。
指
導
人
材
確
保
の
認

識
や
、
地
域
移
行
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　
不
登
校
児
童
生
徒
が
「
ま
な
さ
ぽ
」

を
利
用
し
た
際
に
は
、
積
極
的
に
出
席
扱

い
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
当
初
予
算
に
本
市
の
負

担
金
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
の
た

め
に
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
拡
充
で
き

る
よ
う
医
師
や
保
護
者
等
か
ら
意
見
を
聴

く
検
討
会
を
開
催
し
、
令
和
４
年
上
半
期

を
め
ど
に
方
向
性
を
決
定
し
た
い
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

　
　
旭
川
堤
防
や
県
庁
通
り
な
ど
で
の
歩

い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
に
ぎ
わ
い

創
出
の
た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
３
歳
以
上
の
保
育
料
は
無
償
に
な
っ
た

が
、
給
食
費
は
、
保
護
者
負
担
で
あ
る
。

　
私
立
保
育
園
や
幼
稚
園
協
会
か
ら
、
給
食

費
の
保
護
者
負
担
を
す
ぐ
に
増
額
す
る
こ
と

が
難
し
い
た
め
、
市
の
補
塡
を
求
め
る
要
望

が
あ
っ
た
。
小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
負
担

設
　
持
続
可
能
な
制
度
に
す
る
に
は
、
中
期

的
な
展
望
も
含
め
て
、
市
全
体
の
行
政
需
要

を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
５
年
度
予
算
の

編
成
時
期
に
判
断
し
、
５
年
度
中
の
実
施
を

目
指
し
た
い
。

　
　
市
立
の
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼

稚
園
の
う
ち
、
ケ
ア
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
で
き
る
施
設
で
の
受
け
入
れ
に
向
け
、

令
和
４
年
９
月
を
め
ど
に
医
療
機
関
等
関
係

　
　
本
市
は
市
立
学
校
に
関
す
る
給
与
や
人

事
等
す
べ
て
の
権
限
を
有
し
、
県
か
ら
独
立

し
て
い
る
。
県
は
本
市
の
義
務
教
育
に
関
し

教
育
目
標
を
設
定
す
る
根
拠
を
持
た
ず
、
目

標
を
実
行
す
る
手
段
が
な
い
。
本
市
と
県
が

そ
れ
ぞ
れ
教
育
目
標
を
設
定
し
て
い
る
た
め
、

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
県

の
目
標
を
本
市
に
は
適
用
し
な
い
よ
う
に
す

べ
き
だ
。

　
県
と
は
、
未
来
志
向
で
の
関
係
を
構
築
し

て
い
く
た
め
議
論
を
続
け
、
子
ど
も
た
ち
に

必
要
な
力
を
育
む
た
め
に
切
磋
琢
磨
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
。

　
　
令
和
３
年
８
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
、

４
年
５
月
末
ま
で
に
37
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　
事
故
で
人
が
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
状

況
や
建
物
か
ら
火
炎
が
噴
出
し
て
い
る
状
況

を
映
像
で
把
握
し
、
医
師
派
遣
や
消
防
車
の

追
加
出
動
の
判
断
を
早
期
に
行
い
、
被
害
の

軽
減
や
効
果
的
な
消
防
・
救
急
活
動
に
つ
な

が
っ
た
。

　
救
命
率
の
向
上
に
も
効
果
的
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
さ
ら
な
る
広
報
に
努
め
る
。

　
　
提
言
の
背
景
に
は
少
子
化
と
教
職
員
の

負
担
軽
減
が
あ
る
が
、
部
活
動
は
子
ど
も
の

将
来
に
お
い
て
も
重
要
と
考
え
る
。
提
言
の

趣
旨
か
ら
、
地
域
の
実
態
を
客
観
的
に
捉
え

る
た
め
、
推
進
計
画
策
定
に
は
部
活
動
の
実

態
を
精
査
し
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
の

連
携
の
可
能
性
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

　
指
導
人
材
の
確
保
は
既
に
「
部
活
動
指
導

員
配
置
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
容
易

で
は
な
い
。
現
在
、
関
係
団
体
等
と
情
報
交

換
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
事

業
で
得
た
成
果
、
課
題
を
含
め
、
次
に
つ
な

辺
の
浸
水
想
定
な
ど
の
災
害
リ
ス
ク
、
避
難

所
の
開
設
状
況
な
ど
の
情
報
を
、
日
本
語
、

英
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
で
表
示
す
る
。

　
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、
土
地
勘
の
な
い

人
や
外
国
人
も
情
報
を
入
手
で
き
、
適
切
な

避
難
行
動
に
つ
な
が
る
効
果
が
あ
る
。

　
現
在
、
契
約
に
向
け
準
備
を
し
て
お
り
、

令
和
４
年
末
ま
で
に
は
完
成
さ
せ
た
い
。

　
　
岡
山
県
が
実
施
す
る
建
設
事
業
は
、
県

の
条
例
で
事
業
種
別
ご
と
に
負
担
割
合
を
定

め
、
市
町
村
か
ら
負
担
金
を
徴
収
し
て
い
る
。

岡
山
県
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
更
新
事
業
は

都
市
計
画
事
業
で
あ
り
、
国
庫
補
助
金
を
除

い
た
事
業
費
の
50
％
が
本
市
の
負
担
分
だ
。

　
地
方
行
財
政
調
査
会
の
資
料
を
基
に
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
市
町
村
か
ら
徴
収
す
る
県
は

他
に
７
県
、
負
担
割
合
は
10
〜
20
％
で
あ
り
、

岡
山
県
は
他
県
と
比
較
し
て
高
い
。
県
の
条

例
に
は
、
負
担
額
は
市
町
村
の
意
見
を
聞
い

て
定
め
る
と
の
規
定
が
あ
り
、
県
に
負
担
割

合
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
た
め
、
当
初
予

算
に
計
上
し
て
い
な
い
。
県
か
ら
提
示
さ
れ

た
見
直
し
案
が
納
得
で
き
る
場
合
は
、
補
正

予
算
で
対
応
し
た
い
。

　
　
旭
川
河
畔
で
は
、
石
山
公
園
の
仮
設
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
出
石
町
地
区
の
に
ぎ
わ
い

創
出
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
効
果
や
課

題
を
検
証
し
、
民
間
主
体
の
運
営
や
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
県
庁
通
り
で
は
、
歩
行
者
天
国
化
を
伴
う

イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
、
新
し
い
県
庁
通
り
を

体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
歩
道
を
活
用
し

た
テ
ラ
ス
営
業
の
推
進
に
よ
り
、
日
常
的
な

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
。
さ
ら
に
、

歩
行
者
天
国
な
ど
を
行
っ
て
い
る
西
川
緑
道

公
園
や
、
芝
生
化
を
予
定
し
て
い
る
下
石
井

公
園
な
ど
、
居
心
地
の
よ
い
歩
い
て
楽
し
め

る
空
間
を
、
ま
ち
な
か
全
体
に
広
げ
た
い
。

　
　
不
登
校
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
を
助
長

し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
う
え
で
、
円
滑
な

学
校
復
帰
が
可
能
と
な
る
学
習
活
動
で
あ
る

こ
と
、
保
護
者
と
学
校
の
間
に
十
分
な
情
報

交
換
等
の
連
携
・
協
力
関
係
が
保
た
れ
て
い

る
こ
と
、
教
職
員
の
訪
問
等
に
よ
る
定
期
的

か
つ
継
続
的
な
対
面
指
導
が
適
切
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
と
判
断

で
き
た
場
合
に
出
席
扱
い
と
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
状
況
等
を
勘
案

し
な
が
ら
、
出
席
扱
い
の
要
件
や
運
用
な
ど

の
検
討
を
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

※

１

　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
位
置
情
報
を
利
用
し
、
現
在
地
お
よ
び
周

軽
減
を
提
案
し
て
い
る
が
、
保
育
施
設
等
に

つ
い
て
も
緊
急
的
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

　
９
月
定
例
市
議
会
で
の
補
正
予
算
提
出
に

向
け
、
前
向
き
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

機
関
の
意
見
も
踏
ま
え
、
受
入
対
象
、
実
施

体
制
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
取
り
ま
と
め
る
。

　
そ
の
後
、
福
祉
事
務
所
、
保
健
所
、
障
害

児
の
相
談
支
援
機
関
等
に
対
し
、
受
け
入
れ

が
始
ま
る
こ
と
の
周
知
を
行
い
、
５
年
度
の

入
園
募
集
を
４
年
11
月
か
ら
行
う
。

が
る
モ
デ
ル
事
業
を
検
討
し
た
い
。

※

２

※

３

ほ
て
ん

部
活
動
の
地
域
移
行
に

地
域
の
実
態
を
精
査

個
人
質
問

４

個
人
質
問

個
人
質
問

31
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

個
人
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

保
育
施
設
等
の
給
食
費
助
成

前
向
き
に
検
討

中学校での部活動

認定こども園での楽しい給食

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充

５
年
度
中
の
実
施
を
目
指
す

医
療
的
ケ
ア
児
受
け
入
れ

５
年
度
か
ら
市
立
園
で
も

Ｗ
ｅ
ｂ
で
避
難
等
の
情
報
入
手
へ

市
と
県
の
役
割
分
担
を
明
確
に

リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
の
確
認
で
行
う

効
果
的
な
消
防
・
救
命
活
動

旭
川
堤
防
や
県
庁
通
り
に

日
常
的
な
に
ぎ
わ
い
を

５

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
で

出
席
扱
い
と
な
る
基
準
は

見
直
し
求
め
る
県
事
業
の
負
担
割
合

歩いて楽しい県庁通り

子
育
て
・
教
育

Child Care
             Education

防
災
・
ま
ち
づ
く
り

Disaster Prevention

　Com
m

unity Planning



※１【部活動指導員配置事業】
教員の負担軽減と部活動の充実を目的に、地域等から部
活動指導の担い手を広く募集し、学校と指導員の要望の
マッチングにより配置している

※３【現場映像１１９システム】
通報者のスマートフォンを使用して、指令センターと通報
者との間でビデオ通話ができるシステム

※２【まなさぽ】
生活困窮世帯の子どもを対象とした、家庭訪問とリモート
学習を組み合わせた個別学習支援事業

　
　
原
油
価
格
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
令
和
４
年
６
月

定
例
市
議
会
で
補
正
予
算
案
を
編
成
し
て

い
る
。
就
学
前
の
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も

園
等
の
給
食
費
に
も
、
負
担
軽
減
措
置
を

講
じ
る
べ
き
で
は
。

　
　
市
立
園
で
医
療
的
ケ
ア
児
受
け
入
れ

を
目
指
し
て
い
る
が
、
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
現
在
作
成
に
向
け
検
討
中
の
「
Ｗ
ｅ

ｂ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
概
要
、
効
果
、

作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
令
和
４
年
５
月
開
催
の
岡
山
市
総
合

教
育
会
議
で
、
本
市
と
県
と
の
教
育
施
策

推
進
に
対
す
る
相
違
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

本
市
の
政
令
指
定
都
市
と
し
て
の
立
ち
位

置
、
県
の
教
育
施
策
と
の
連
携
は
。

　
　
現
場
映
像
１
１
９
シ
ス
テ
ム
は
、
通

報
を
受
け
た
消
防
局
の
指
令
員
が
、
現
場

の
詳
し
い
状
況
や
患
者
の
容
体
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
確
認
し
な
が
ら
応
急
手
当
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
、
救
命
率
の
向
上
に
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
利
用
状
況
と
効

果
は
。

　
　
公
立
中
学
校
の
運
動
部
活
動
の
地
域

移
行
は
、
国
へ
の
提
言
で
自
治
体
に
推
進

計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ど

う
取
り
組
む
の
か
。
指
導
人
材
確
保
の
認

識
や
、
地
域
移
行
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　
不
登
校
児
童
生
徒
が
「
ま
な
さ
ぽ
」

を
利
用
し
た
際
に
は
、
積
極
的
に
出
席
扱

い
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
当
初
予
算
に
本
市
の
負

担
金
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
の
た

め
に
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
拡
充
で
き

る
よ
う
医
師
や
保
護
者
等
か
ら
意
見
を
聴

く
検
討
会
を
開
催
し
、
令
和
４
年
上
半
期

を
め
ど
に
方
向
性
を
決
定
し
た
い
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

　
　
旭
川
堤
防
や
県
庁
通
り
な
ど
で
の
歩

い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
や
、
に
ぎ
わ
い

創
出
の
た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
３
歳
以
上
の
保
育
料
は
無
償
に
な
っ
た

が
、
給
食
費
は
、
保
護
者
負
担
で
あ
る
。

　
私
立
保
育
園
や
幼
稚
園
協
会
か
ら
、
給
食

費
の
保
護
者
負
担
を
す
ぐ
に
増
額
す
る
こ
と

が
難
し
い
た
め
、
市
の
補
塡
を
求
め
る
要
望

が
あ
っ
た
。
小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
負
担

設
　
持
続
可
能
な
制
度
に
す
る
に
は
、
中
期

的
な
展
望
も
含
め
て
、
市
全
体
の
行
政
需
要

を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
５
年
度
予
算
の

編
成
時
期
に
判
断
し
、
５
年
度
中
の
実
施
を

目
指
し
た
い
。

　
　
市
立
の
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼

稚
園
の
う
ち
、
ケ
ア
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
で
き
る
施
設
で
の
受
け
入
れ
に
向
け
、

令
和
４
年
９
月
を
め
ど
に
医
療
機
関
等
関
係

　
　
本
市
は
市
立
学
校
に
関
す
る
給
与
や
人

事
等
す
べ
て
の
権
限
を
有
し
、
県
か
ら
独
立

し
て
い
る
。
県
は
本
市
の
義
務
教
育
に
関
し

教
育
目
標
を
設
定
す
る
根
拠
を
持
た
ず
、
目

標
を
実
行
す
る
手
段
が
な
い
。
本
市
と
県
が

そ
れ
ぞ
れ
教
育
目
標
を
設
定
し
て
い
る
た
め
、

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
県

の
目
標
を
本
市
に
は
適
用
し
な
い
よ
う
に
す

べ
き
だ
。

　
県
と
は
、
未
来
志
向
で
の
関
係
を
構
築
し

て
い
く
た
め
議
論
を
続
け
、
子
ど
も
た
ち
に

必
要
な
力
を
育
む
た
め
に
切
磋
琢
磨
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
。

　
　
令
和
３
年
８
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
、

４
年
５
月
末
ま
で
に
37
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　
事
故
で
人
が
車
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
状

況
や
建
物
か
ら
火
炎
が
噴
出
し
て
い
る
状
況

を
映
像
で
把
握
し
、
医
師
派
遣
や
消
防
車
の

追
加
出
動
の
判
断
を
早
期
に
行
い
、
被
害
の

軽
減
や
効
果
的
な
消
防
・
救
急
活
動
に
つ
な

が
っ
た
。

　
救
命
率
の
向
上
に
も
効
果
的
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
さ
ら
な
る
広
報
に
努
め
る
。

　
　
提
言
の
背
景
に
は
少
子
化
と
教
職
員
の

負
担
軽
減
が
あ
る
が
、
部
活
動
は
子
ど
も
の

将
来
に
お
い
て
も
重
要
と
考
え
る
。
提
言
の

趣
旨
か
ら
、
地
域
の
実
態
を
客
観
的
に
捉
え

る
た
め
、
推
進
計
画
策
定
に
は
部
活
動
の
実

態
を
精
査
し
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
の

連
携
の
可
能
性
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

　
指
導
人
材
の
確
保
は
既
に
「
部
活
動
指
導

員
配
置
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
容
易

で
は
な
い
。
現
在
、
関
係
団
体
等
と
情
報
交

換
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
事

業
で
得
た
成
果
、
課
題
を
含
め
、
次
に
つ
な

辺
の
浸
水
想
定
な
ど
の
災
害
リ
ス
ク
、
避
難

所
の
開
設
状
況
な
ど
の
情
報
を
、
日
本
語
、

英
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
で
表
示
す
る
。

　
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、
土
地
勘
の
な
い

人
や
外
国
人
も
情
報
を
入
手
で
き
、
適
切
な

避
難
行
動
に
つ
な
が
る
効
果
が
あ
る
。

　
現
在
、
契
約
に
向
け
準
備
を
し
て
お
り
、

令
和
４
年
末
ま
で
に
は
完
成
さ
せ
た
い
。

　
　
岡
山
県
が
実
施
す
る
建
設
事
業
は
、
県

の
条
例
で
事
業
種
別
ご
と
に
負
担
割
合
を
定

め
、
市
町
村
か
ら
負
担
金
を
徴
収
し
て
い
る
。

岡
山
県
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
更
新
事
業
は

都
市
計
画
事
業
で
あ
り
、
国
庫
補
助
金
を
除

い
た
事
業
費
の
50
％
が
本
市
の
負
担
分
だ
。

　
地
方
行
財
政
調
査
会
の
資
料
を
基
に
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
市
町
村
か
ら
徴
収
す
る
県
は

他
に
７
県
、
負
担
割
合
は
10
〜
20
％
で
あ
り
、

岡
山
県
は
他
県
と
比
較
し
て
高
い
。
県
の
条

例
に
は
、
負
担
額
は
市
町
村
の
意
見
を
聞
い

て
定
め
る
と
の
規
定
が
あ
り
、
県
に
負
担
割

合
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
た
め
、
当
初
予

算
に
計
上
し
て
い
な
い
。
県
か
ら
提
示
さ
れ

た
見
直
し
案
が
納
得
で
き
る
場
合
は
、
補
正

予
算
で
対
応
し
た
い
。

　
　
旭
川
河
畔
で
は
、
石
山
公
園
の
仮
設
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
出
石
町
地
区
の
に
ぎ
わ
い

創
出
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
効
果
や
課

題
を
検
証
し
、
民
間
主
体
の
運
営
や
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
県
庁
通
り
で
は
、
歩
行
者
天
国
化
を
伴
う

イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
、
新
し
い
県
庁
通
り
を

体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
歩
道
を
活
用
し

た
テ
ラ
ス
営
業
の
推
進
に
よ
り
、
日
常
的
な

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
。
さ
ら
に
、

歩
行
者
天
国
な
ど
を
行
っ
て
い
る
西
川
緑
道

公
園
や
、
芝
生
化
を
予
定
し
て
い
る
下
石
井

公
園
な
ど
、
居
心
地
の
よ
い
歩
い
て
楽
し
め

る
空
間
を
、
ま
ち
な
か
全
体
に
広
げ
た
い
。

　
　
不
登
校
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
を
助
長

し
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
う
え
で
、
円
滑
な

学
校
復
帰
が
可
能
と
な
る
学
習
活
動
で
あ
る

こ
と
、
保
護
者
と
学
校
の
間
に
十
分
な
情
報

交
換
等
の
連
携
・
協
力
関
係
が
保
た
れ
て
い

る
こ
と
、
教
職
員
の
訪
問
等
に
よ
る
定
期
的

か
つ
継
続
的
な
対
面
指
導
が
適
切
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
と
判
断

で
き
た
場
合
に
出
席
扱
い
と
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
状
況
等
を
勘
案

し
な
が
ら
、
出
席
扱
い
の
要
件
や
運
用
な
ど

の
検
討
を
慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

※

１

　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
位
置
情
報
を
利
用
し
、
現
在
地
お
よ
び
周

軽
減
を
提
案
し
て
い
る
が
、
保
育
施
設
等
に

つ
い
て
も
緊
急
的
な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
。

　
９
月
定
例
市
議
会
で
の
補
正
予
算
提
出
に

向
け
、
前
向
き
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

機
関
の
意
見
も
踏
ま
え
、
受
入
対
象
、
実
施

体
制
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
取
り
ま
と
め
る
。

　
そ
の
後
、
福
祉
事
務
所
、
保
健
所
、
障
害

児
の
相
談
支
援
機
関
等
に
対
し
、
受
け
入
れ

が
始
ま
る
こ
と
の
周
知
を
行
い
、
５
年
度
の

入
園
募
集
を
４
年
11
月
か
ら
行
う
。

が
る
モ
デ
ル
事
業
を
検
討
し
た
い
。

※

２

※

３

ほ
て
ん

部
活
動
の
地
域
移
行
に

地
域
の
実
態
を
精
査

個
人
質
問

４

個
人
質
問

個
人
質
問

31
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

個
人
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

保
育
施
設
等
の
給
食
費
助
成

前
向
き
に
検
討

中学校での部活動

認定こども園での楽しい給食

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充

５
年
度
中
の
実
施
を
目
指
す

医
療
的
ケ
ア
児
受
け
入
れ

５
年
度
か
ら
市
立
園
で
も

Ｗ
ｅ
ｂ
で
避
難
等
の
情
報
入
手
へ

市
と
県
の
役
割
分
担
を
明
確
に

リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
の
確
認
で
行
う

効
果
的
な
消
防
・
救
命
活
動

旭
川
堤
防
や
県
庁
通
り
に

日
常
的
な
に
ぎ
わ
い
を

５

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
で

出
席
扱
い
と
な
る
基
準
は

見
直
し
求
め
る
県
事
業
の
負
担
割
合

歩いて楽しい県庁通り

子
育
て
・
教
育

Child Care
             Education

防
災
・
ま
ち
づ
く
り

Disaster Prevention

　Com
m

unity Planning



常
任
委
員
会

審
査
か
ら 　

　
本
市
は
災
害
発
生
時
の
避
難
場
所
と

し
て
民
間
施
設
を
使
用
で
き
る
協
定
を
締

結
し
て
い
る
が
、
ど
ん
な
場
合
に
使
用
す

る
こ
と
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
際
の

市
民
へ
の
周
知
広
報
は
。

　
　
文
学
分
野
で
の
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
を
目
指
し
て
い

る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　
東
大
寺
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
、
東
大

寺
瓦
窯
跡
の
史
跡
を
全
国
に
向
け
て
発
信

し
て
は
。

　
　
農
業
経
営
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

も
含
め
後
継
者
や
従
事
者
不
足
、
価
格
の

不
安
定
等
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

親
元
就
農
や
新
規
就
農
等
の
経
営
者
に
は
、

緊
急
時
の
た
め
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
や
事
業
継

承
の
支
援
策
が
必
要
で
は
。

　
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
消
費
を
減
ら
す
た

め
、
マ
イ
ボ
ト
ル
へ
の
給
水
ス
ポ
ッ
ト
を

増
や
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
給
水
ス
ポ
ッ

ト
が
わ
か
る
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
考
え
は
。

　
　
野
菜
な
ど
の
物
価
の
高
騰
や
光
熱
費
、

燃
料
な
ど
の
値
上
が
り
に
よ
り
市
民
生
活

を
圧
迫
し
て
い
る
。
不
安
定
雇
用
で
働
く

女
性
た
ち
の
実
態
調
査
と
支
援
策
は
。

と
連
携
中
枢
都
市
圏
域
で
の
連
携
は
。

　
　
避
難
情
報
発
令
時
は
発
令
区
域
内
の
市

立
小
・
中
学
校
・
公
民
館
と
一
部
の
高
校
・

大
学
、
ま
た
感
染
症
対
策
で
密
を
避
け
る
た

め
、
発
令
区
域
周
辺
の
中
学
校
に
避
難
場
所

を
原
則
同
時
に
開
設
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
で
人
員
を
収
容
で
き
な
い

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
市
有
施
設
に
、
そ
れ
で

も
収
容
で
き
な
い
場
合
は
民
間
の
協
定
締
結

事
業
者
に
要
請
し
、
了
解
を
得
ら
れ
た
施
設

に
避
難
場
所
を
開
設
す
る
。

　
開
設
さ
れ
た
避
難
場
所
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
緊
急
速
報
メ
ー

ル
等
で
随
時
市
民
へ
広
報
す
る
。

　
　
東
大
寺
瓦
窯
跡
の
整
備
事
業
は
、
令
和

３
年
度
か
ら
史
跡
整
備
に
向
け
て
発
掘
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
新
た
な
窯
跡
も
発
見
さ
れ

た
。
既
存
の
構
成
市
町
の
承
認
手
続
を
経
て
、

ぜ
ひ
東
大
寺
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
し
、
発
信
し

て
い
き
た
い
。

　
　
令
和
５
年
５
月
の
加
盟
申
請
に
向
け
、

坪
田
譲
治
文
学
賞
な
ど
例
年
の
取
り
組
み
に

加
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
、
福
祉
・

教
育
な
ど
他
分
野
と
の
連
携
事
業
や
、
姉
妹

都
市
で
す
で
に
文
学
分
野
で
の
ユ
ネ
ス
コ
創

造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
し
て
い
る
富

川
市
と
の
交
流
事
業
な
ど
を
進
め
た
い
。

　
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
都
市
は
、
創
造

活
動
の
地
域
連
携
の
中
心
的
役
割
も
期
待
さ

れ
る
の
で
、
連
携
中
枢
都
市
圏
域
内
の
市
や

町
と
も
文
学
で
の
連
携
を
進
め
た
い
。

　
　
地
域
の
中
心
的
な
担
い
手
農
家
の
後
継

者
が
、
経
営
の
継
承
・
発
展
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
う
場
合
に
、
必
要
経
費
を
支
援
し

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
農
業
版
B
C
P
の
作
成
は
、
自
然
災

害
等
へ
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
の
意
識
を

高
め
る
も
の
で
、
令
和
４
年
度
か
ら
新
規
就

農
の
相
談
者
へ
知
ら
せ
て
い
る
。
今
後
も
関

係
機
関
と
連
携
し
、
周
知
に
努
め
て
い
く
。

　
　
本
市
で
は
民
間
企
業
と
協
定
を
結
び
、

本
庁
舎
と
公
民
館
に
17
基
の
給
水
機
を
設
置

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

今
後
も
他
の
市
有
施
設
へ
の
給
水
機
の
設
置

を
進
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
削
減
と
マ

イ
ボ
ト
ル
普
及
の
促
進
に
努
め
る
。
ア
プ
リ

の
導
入
は
有
効
と
考
え
て
お
り
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
最
適
か
検
討
し
て
い
る
。

　
　
困
難
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
事
業
は

電
話
、
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相

談
業
務
と
夜
間
に
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
夜
カ

フ
ェ
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
利
用
者
と

の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
孤
立
を
防
い
で
い

き
た
い
。

　
今
後
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

困
難
な
状
況
の
実
態
把
握
に
努
め
、
適
切
に

支
援
し
て
い
く
。

※４【ユネスコ創造都市ネットワーク】
創造性を核とした都市間の国際的な連携によって、地域の創造
産業の発展を図り、都市の持続可能な開発を目指す。加盟都市
は、知識・経験の交流、人材育成などを行う

６

個
人
質
問

７

民
間
施
設
の
避
難
場
所
開
設

周
知
は
ど
の
よ
う
に

東
大
寺
瓦
窯
跡
を
全
国
発
信

農
業
経
営
者
へ
の
支
援
が
必
要

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
に
向
け

マ
イ
ボ
ト
ル
へ
の
給
水
機
を
設
置

困
難
を
抱
え
る
女
性
を

夜
カ
フ
ェ
で
支
援

文
学
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

創
造
都
市
の
仲
間
入
り
を
目
指
す

※

４

※

５

※５【東大寺サミット】
東大寺の造営か再建築等で歴史的関係の深い１５の自治体で構成
され、平成３年から隔年で実施している首長会議

常任委員会審査から
議論になった点について、委員長報告の要旨や
審査・調査項目を掲載

委員長報告は市議会ホームページに
掲載しています。

委員

市

委員

市

市議会日誌
(令和４年４月13日～令和４年７月11日)

27日 議会運営委員会
28日 ６月定例市議会閉会

７月11日 議会運営委員会

総務、保健福祉・協働、市民・産業、
都市・環境、子ども・文教委員会

～22日
16日

23日

31人の議員による個人質問

10日 ６月定例市議会開会

７日 議会運営委員会

８日
総務、保健福祉・協働、市民・産業、
都市・環境、子ども・文教委員会および
同協議会

３日 大都市行財政制度調査特別委員会、
議会運営委員会

25日 地域・まちなか未来づくり、
移住定住・子育て調査特別委員会

27日 ＳＤＧs  ・  脱炭素社会調査特別委員会

６月２日 新型コロナウイルス感染症対策等調査
特別委員会

５月19日 議会運営委員会

総務委員会 都市・環境委員会

保健福祉・協働委員会

市民・産業委員会

子ども・文教委員会

- 生活困窮者支援に取り組むＮＰＯ法人等との
 連携により、生活困窮者のためのネットワー 
 クを整備し、支援体制の強化を図る -

- 市内販売店から購入したエコ容器への転換に       
 補助 -

- 市内産農水産物の販売額に対しポイントを付
 与する経費などの事業者への補助、市内産米
 を使用した弁当を製造・販売する事業者への
　補助を行う -

（主な審査項目など）
・令和４年度岡山市一般会計補正予算について
・令和３年度決算見込みについて　など

（主な審査項目など）
・市道路線の認定、一部廃止
・管理・運営事業者の募集について（北長瀬未来ふれあい
　総合公園）など

（主な審査項目など）
・岡山シンフォニーホール条例の一部を改正する条例の
　制定について
・字の区域・名称の変更について　など

事業をどのように進めるのか。

連携の輪を広げて生活困窮者の支援体制強化

市職員の定年年齢を段階的に65歳に引き上げへ テイクアウトに取り組む飲食店等を支援

コロナ下で頑張る市内農水産業者を応援

（主な審査項目など）
・住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業   
　について
・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業に
　ついて　など

（主な審査項目など）
・学校給食費負担軽減支援金について
・新岡山学校給食センター（仮称）整備運営事業について
・子育て世帯生活支援特別給付金における周知方法について
・  「ひとり親家庭等相談支援事業」の相談員・相談体制・
　周知広報について
・市立園における医療的ケア児の受入れに向けて　など

ＥＳＤ市民共同推進センター等とも連携しなが
ら各支援団体の活動を把握し、連携の働きかけ
を行う。また、働きかけた団体が別の団体に働
きかけることも想定しながら、事業に取り組む。

令和４年度岡山市一般会計補正予算（第１号）につ
いての議案が付託され、全会一致で原案のとおり可
決すべきものと決定した。

委員

市

それぞれの部局でしっかり検討し、定年引き上
げを総合的にきちんと実施してもらいたい。
各局と協議し、高齢層の職員の知見、ノウハウ、
市民サービスのスキルが生かせるような職を見
い出し、高齢層の職員も働きやすい環境をつく
っていきたい。

委員

市

町内会等によるイベントも対象になるか。また、
周知啓発をどのように行うか。
町内会等で行うイベントも対象にしたい。また、
市ホームページ・広報紙への掲載、各飲食店へ
の案内に加え商工会議所と連携し周知する予定。

委員

市

商工会など他の団体とも連携してはどうか。

必要に応じ他の団体にも周知していきたい。

補助対象が農水産業者ではなく、販売事業者と
なっている。事業の成果はどういった形で把握
するのか。
生産者への直接支援も必要だが、地産地消や食
育といった観点で、農水産物がきちんと消費に
向かうことのＰＲや啓発等も必要である。成果
は、売り上げや取扱高の変化で検証したい。

文
化
・
暮
ら
し

Culture 　Life

史跡東大寺瓦窯跡

市役所本庁舎１F の給水スポット


